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1. Visual Studio 2015のインストール 

 

7/20にRTMがリリースされたVisual Studio 2015の評価版をダウンロードして、インストールと初期設定

を行っていきましょう。 

 

1.1. インストーラーのダウンロードとインストール 

 

Visual Studio 2015 評価版のダウンロードは以下のリンク先から無料で行えます。複数マシンへの展開に

便利な ISOも公開されていますが、ひとまずは単体のインストーラーをダウンロードしてインストールを

行います。 

 

https://www.visualstudio.com/downloads/download-visual-studio-vs 

 

ダウンロードしたインストーラーを起動するとセットアップが始まります。 

インストールする場所はデフォルトのままで問題ありません。インストールの種類は [カスタム] を選択

します。 

https://www.visualstudio.com/downloads/download-visual-studio-vs
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途中でインストールする機能を選択する場面がありますので、必要な機能だけをインストールすることも

出来ますが、今回は「すべてを選択」にチェックを入れてVisual Studio 2015で使える機能を全てインスト

ールすることにします。 

 

Visual Studio 2015の特徴となるクロスプラットフォームなアプリケーション開発とGitHubとの統合を利

用するために、最低でも「クロスプラットフォーム モバイル開発」と「Git for Windows」「Visual Studio

向けGitHub拡張」にはチェックを入れておきましょう。 
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選択が終われば「次へ」ボタンをクリックし、インストールを行う機能の確認を行います。この時に実際

にインストールが行われるソフトウェア名を確認できるようになっています。 

 

例を挙げればクロスプラットフォームなモバイルアプリケーションの開発に必要なAndroid SDKやJDKが

インストールされることが確認できます。 
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右下にある「インストール」ボタンをクリックすると、選択した機能のインストールが始まります。まず

必要なパッケージのダウンロードを行ってからインストールを行うため、環境によっては時間がかかる場

合があります。 
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Visual Studio 2015のインストールが完了すると、それを伝える表示に切り替わります。インストールの完

了には再起動が必要となるので、ダイアログの下部に表示されている「今すぐ再起動」ボタンをクリック

します。 
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Windowsの再起動後に、Visual Studio 2015が利用可能な状態になるため、このタイミングで再起動を行

っておきます。 

 

1.2. Visual Studio 2015の初回設定 

 

Visual Studio 2015のインストールが完了しましたので、Visual Studioを起動して初回の設定を行っていき

ます。 

 

Visual Studioを初めて起動すると、Visual Studioへのサインインを要求されるので、Microsoftアカウント

を持っている場合には「サインイン」ボタンをクリックします。サインイン自体は後からでも行えるため、
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今は不要という場合にはボタンの下にある「後で行う。」リンクをクリックします。 

 

 
 

Visual Studioにサインインすると、現在 Visual Studio 2013を利用している場合には各種設定が自動的に

反映されるようになっています。Microsoft Azureのサブスクリプションをお持ちの場合には、それも反映

されます。 

 

サインインを選んだ場合には、サインインを行うメールアドレスを入力する画面が表示されます。登録済

みMicrosoftアカウントのメールアドレスを入力し、「続行」ボタンをクリックします。 
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「続行」ボタンをクリックすると、Microsoftアカウントのパスワードを入力する画面になるため、正しい

パスワードを入力し「サインイン」ボタンをクリックします。 
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サインインに成功すると、Visual Studioを初めて使うための設定が行われるので、少し時間がかかること

があります。この間、画面にはログインしたユーザーアカウントの情報が表示されます。 
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初めて使うための設定が完了すると、Visual Studioのスタートページが表示されます。 
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これでVisual Studio 2015を使う準備がすべて整いました。それでは実際にVisual Studio 2015で追加され

た新しい機能について、順番に見ていきたいと思います。 
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2. ASP.NET 5 アプリケーション開発 

 

Visual Studio 2015で一番大きく変化したのがASP.NET 5 アプリケーション開発です。 

 

ASP.NET 5 はこれまでの ASP.NET 4.5 から大きく開発スタイルを変え、肥大化したフレームワークの整理

や.NET Compiler Platform (Roslyn)を使った実行時コンパイルと、NuGetを使った依存関係の解決、さらに

はクラウド環境への最適化を図るために.NET Core Runtime (CoreCLR)と呼ばれる、実行環境を丸ごと side-

by-sideで配置が行えるポータブルなランタイムが追加されました。 

 

大きく開発スタイルが変わったため、これまでのASP.NET MVC 5プロジェクトからの互換性が無くなって

いますが、ASP.NET MVCとしての考え方が変わったわけではないので、これまでの知識が全て無駄になる

というわけでは決してありません。 

 

2.1. クロスプラットフォーム対応の核、DNX 

 

ASP.NET 5は新しく開発された.NET Execution Environment(DNX)と呼ばれる、クロスプラットフォーム上

での実行に対応したランタイムで動作します。DNXには.NET Framework 4.6上で動作するDNX 4.6と.NET 

Core Runtime(CoreCLR)上で動作するDNX Core 5が存在しており、ランタイム自体がRoslynやNuGetを

統合しているため、追加ソフトウェアの必要なく C#のコンパイルや依存関係の解決が行えるようになり

ました。それらはアプリケーションのポータビリティ改善に役立っています。 

 

クロスプラットフォームでの実行にはCoreCLRを用いるDNX Coreでの実行が必須となります。現時点で

は x64環境の LinuxとOS X上での実行がサポートされています。 

 

2.2. ASP.NET 5のプロジェクトを作成 

 

ASP.NET 5 ではランタイムやフレームワークなどの足回りが大きく変化し、実行前に手動でコンパイルす

る必要すらなくなりました。極端な話でテキストエディタとコマンドプロンプトだけあれば開発は行えま

すが、Visual Studio 2015 を使うことでこれまでと同じように開発が行えるように環境が整備されていま

す。 

 

これまでと同じようにVisual Studio 2015の「ファイル」メニューから「新しいプロジェクトの作成」を選

択するだけで、ASP.NET 5のプロジェクトを作成できます。 
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新しいプロジェクトダイアログでは ASP.NET Webアプリケーションを選択すれば、その後に ASP.NETプ

ロジェクトの種類を選択できます。ダイアログではASP.NET 4.6とASP.NET 5の 2つが選択できるように

なっています。 

 



17 © 2015 Microsoft Corporation. All rights reserved.  

 

 
 

ここでASP.NET 5のWeb Applicationを選択して「OK」ボタンをクリックすると、プロジェクトの作成が

始まります。そしてプロジェクトの作成が完了すると、以下のような画面が表示されます。 
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これまでの ASP.NET 4.5のプロジェクト作成ダイアログに統合される形で ASP.NET 5のプロジェクトを作

成できることからも、開発環境としてはこれまでと同等に扱うという意思が感じられます。事実、ASP.NET 

5アプリケーションの開発はVisual Studioを使うと、これまでと同じく全てGUIで行えるようになってい

ます。 

 

ちなみにASP.NET 5からはMVC / Web API / Web PagesがASP.NET MVC 6として統合されたため、ASP.NET 

5は実質的にASP.NET MVC 6を指すことになります。 

 

2.3. プロジェクト構造の変化 

 

ASP.NET 5アプリケーションは、これまでのASP.NET MVC 5などとは異なりプロジェクト構造が大きく変

化しています。分かりやすい点としては src ディレクトリの中に実際にソースコードが格納されており、

wwwroot というこれまで ASP.NET アプリケーションでは意識しなかったディレクトリが追加されていま

す。 

 

そしてCTPの頃からの変更として、ASP.NET 5プロジェクトでは標準でbowerとGulpがインストールさ

れるようになり、プロジェクトツリーにこれまでの「リファレンス」とは別に「依存関係」としてBower

とNPMが管理しているパッケージが表示されるようになりました。 
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Bowerは bower.json、NPMは package.jsonに定義されたパッケージが表示されます。インストールに関

しても、それぞれのファイルにパッケージ名を追加するだけで、自動的にインストールが行われるように

なっています。 

 

NuGetももちろん健在で、パッケージマネージャーコンソールから使う以外にも、project.jsonファイルに

パッケージ ID追加するだけでインストールが自動的に行われるようになりました。 

 

2.4. ローカルでの実行とAzure Web Appへのデプロイ 

 

最近のトレンドを取り入れてモダンな Web アプリケーションのフレームワークとして生まれ変わった

ASP.NET 5ですが、Visual Studio 2015を使っている限りでは、これまでと同じように Intellisenseが十分に

効いた環境で開発を行えますし、デバッグなどの機能に大きな変化はありません。開発者に選択肢とそれ
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を選ぶ自由がこれまで以上に与えられているという点で、大きな進化を果たしたバージョンと言えるでし

ょう。 

 

OWINライクな仕組みを取り入れることで、これまでのHTTPパイプラインとは大きく変化していますが、

ローカル環境では IIS Expressを使った実行がこれまで通り、簡単に行えるようになっています。 

 

 
 

「IIS Express」と表示されているボタンをクリックすると、その場でアプリケーションが起動して、ブラウ

ザでアプリケーションのページが表示されます。 

 

 
 

ローカル環境でASP.NET 5アプリケーションの実行まで行いましたが、Visual Studio 2015を使うことで、

これまでのASP.NET 4.5と開発手順が変わっていないことをわかっていただけたと思います。 

 

ASP.NET 5アプリケーションの実行環境としては、既にAzure Web Appsで対応が行われているため、Visual 

Studioの発行機能を使うことでシームレスに開発から公開まで行えるようになっています。クラウドに最

適化されたバージョンであるASP.NET 5はサーバーの依存関係に影響を受けることなく実行を行えますし、
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既に Linux上のDockerを使って Visual Studioからのデプロイやリモートデバッグなどが行えることが発

表されています。 

 

実際にAzure Web Appsへのデプロイは非常に簡単で、これまで通りメニューから「公開」を選択し、ま

ずは新しいWeb Appを作成します。 

 

 
 

ここでは”aspnet5-demo-app”としていますが、同名のWeb Appsは作成できないため、任意の名前を入力

してください。リージョンなどを選択後、右下の「作成」ボタンをクリックすると、Web Appの作成が開

始されます。 

 

少し時間がかかりますが、作成が完了すると以下のような画面に切り替わります。 
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この画面では作成したWeb Appの接続情報が表示されますが、基本的にはデフォルトの設定のままで問

題ありません。右下にある「次へ」ボタンをクリックし、さらに次の設定を行っていきましょう。 

 

次は構成と使用する DNX のバージョンを選択する画面が表示されます。これも基本的にはデフォルトの

設定のままで問題ありませんが、CoreCLR を利用したい場合にはターゲット DNX バージョンを変更する

と、そのバージョンがデプロイされるようになります。 
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右下の「発行」ボタンをクリックすると、作成したWeb Appsへアプリケーションが自動的にデプロイさ

れます。デプロイが完了するとブラウザが起動してWeb Appが表示されるので、簡単に動作確認が行え

るようになっています。 
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ローカル環境で実行したものと全く同じページを表示することが出来ました。 

 

デプロイされたASP.NET 5アプリケーションは.NET Compiler Platform (Roslyn)を利用したランタイムで初

回起動時にコンパイルが行われますが、Visual Studioからのデプロイ時に予めNuGetパッケージとしてコ

ンパイルしておくことで、起動時のパフォーマンスを改善することも可能です。 
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3. Apache Cordovaアプリケーション開発 

 

Visual Studio 2013向けには CTPとして公開されていた Apache Cordova開発を行うためのMulti-Device 

Hybrid Apps for Visual Studioが2015 Previewで統合されたため、追加でパッケージをインストールするこ

となく JavaScriptとTypeScriptの両方でCordovaアプリケーションの開発が行えるようになりました。 

 

3.1. Apache Cordovaプロジェクトの作成 

 

Visual Studioの新規プロジェクト作成ダイアログにある JavaScriptとTypeScriptのカテゴリ内に、Apache 

Cordovaの空のアプリケーションテンプレートが追加されました。 

 

 
 

それぞれのプロジェクトを作成すると、Windows / Windows Phone 8 / Android / iOS向けに開発するため

に最低限必要なリソースが準備されたテンプレートが生成されます。 

 

スタートページとして、どのような手順でコードを書いていけばいいのかといった説明が表示されるので、

まずはこの手順に従って開発を進めていくことをお勧めします。 

 



26 © 2015 Microsoft Corporation. All rights reserved.  

 

 
 

TypeScript の場合は自動的にコンパイルを行う設定も行われたテンプレートとなるので、開発者は複雑な

ことを考えることなく、ビルドを行うだけでアプリケーションを作成できます。 

 

3.2. Apache Rippleを利用したデバッグ 

 

Visual Studio のインストール時に「クロスプラットフォーム モバイル開発」を選択しておくと、Apache 

Rippleが同時にインストールされるため、後でGoogle ChromeをインストールすればVisual Studioから

Rippleを使ったデバッグ実行を標準で行えるようになっています。 
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そして、新しく DOM ExplorerがVisual Studioに追加されたことで、Chromeのデベロッパーツールを使

うことなく DOMツリーや CSSの状態を一目で確認出来るようになりました。JavaScriptコンソールも持

っているので、ログや JavaScriptコードの実行も簡単に行えます。 

 

 
 

デバッグに必要な情報を全てVisual Studioだけで収集することが出来るので、ブラウザ内蔵のツールを利
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用するよりも効率的な開発が行えるようになりました。 

 

3.3. Visual Studio Emulator for Androidの追加 

 

Ripple を使うことで手軽に Android 上での動作を想定した開発とデバッグが行えるようになりましたが、

OSのネイティブとして提供されている機能を使う場合などで、実際にAndroid OS上での確認も必要とな

る場合があります。 

 

そして今回のリリースでは Hyper-V を利用した Visual Studio Emulator for Android が追加されたため、

Hyper-Vが利用可能な環境ではWindows Phone 8.1アプリ開発のように、より実機に近いデバッグが行え

るようになりました。 

 

 
 

Rippleや各種エミュレーターを含め、以下のような実行環境がApache Cordovaアプリケーション用に予

め用意されています。 

 

- 実機デバイス 

- Google Androidエミュレーター 

- Ripple – Nexus 7 (タブレット) 

- Ripple – Nexus (Galaxy) 

- Ripple – Nexus S  

- VS Emulator 5” KitKat (4.4) XXHDPI Phone 

- VS Emulator 7” KitKat (4.4) XHDPI Tablet 

 

Android 以外のプラットフォームでデバッグを行う際には、デバッガー起動前にツールバーからターゲッ

トプラットフォームを切り替えます。 

 

Visual Studio Emulator for Androidはデフォルトで5インチのスマートフォン、7インチのタブレットイメ
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ージがインストールされていますが、「ツール」メニューから「Visual Studio Emulator for Android」を選ぶ

と、イメージの管理画面が表示されます。 

 

 
 

API Levelごとに表示を切り替えて、標準でインストールされているもの以外のイメージもインストール可

能です。これによって、Windows上でのAndroid開発が一段と容易に行えるようになったといえるでしょ

う。 
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4. 強化されたC++機能とAndroid / iOSへの対応 

 

Visual Studio 2015での C++開発環境のアップデートは過去最大と言っても過言ではありません。特に言

語面での機能拡充はもちろんのこと、標準ライブラリやデバッガー、コンパイル速度の改善や IDEの品質

向上など、各方面に渡り強化が行われています。 

 

4.1. C++11への準拠強化とC++14/17への対応 

 

これまでのVisual Studio 2013などではC++11への対応は他のコンパイラーに比べて遅れ気味でしたが、

Visual Studio 2015ではC++11への対応をほぼ終え、更にC++14やC++17への部分的な対応も進められ

ています。 

 

以下にVisual Studio 2015で新しく対応したC++の機能一覧をまとめます。 

 

- C++11 

 Rvalue references 

 ref-qualifiers 

 Attributes 

 constexpr 

 Alignment 

 Inheriting constructors 

 char16_t and char32_t 

 Unicode string literals 

 Universal character names in literals 

 User-defined literals 

 Defaulted and deleted functions 

 Extended sizeof 

 Inline namespaces 

 Unrestricted unions 

 noexcept 

 Data-dependency ordering: attributes 

 quick_exit and at_quick_exit 

 Thread-local storage 

 Magic statics 

- C++14 

 Binary literals 

 auto and decltype(auto) return types 

 init-captures 

 Generic lambdas 

 [[deprecated]] attributes 

 Sized deallocation 

 Digit separators 

- C++17 

 New rules for auto with braced-init-lists 

 typename in template template-parameters 
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 Attributes for namespaces and enumerators 

 u8 character literals 

 

既にCTPやPreviewとしてリリースされていたバージョンと比較しても、着実にC++仕様への対応が進め

られています。 

 

例を挙げるとCTPでは未対応または部分的な対応だった char16_t / char32_tとUnicode文字列リテラル(u 

/ U / u8)への対応が追加されています。そしてPreviewの時点では部分的に対応にとどまっていたconstexpr

とGeneric lambdaも、RTMでは全ての対応が完了しています。 

 

Visual Studio 2015では C++を使ったWindows / Android / iOSアプリケーション開発に対応しているた

め、C++コンパイラーの互換性向上は非常に重要となります。 

 

4.2. クロスプラットフォームへの対応 

 

CTPの時のようなコンパイラーのアップデートだけではなく、Visual Studio側のサポートも拡充されてい

ます。 

 

「新しいプロジェクト」ダイアログでは、クロスプラットフォーム用のプロジェクトが追加されたことで、

Androidと iOSをターゲットとした共有ライブラリを、Pimplイディオムを使って比較的簡単に作れるよ

うになりました。 
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また、クロスプラットフォーム用のプロジェクトでは Windows Universal App 向けに追加された Shared 

Projectが使われているため、プラットフォーム固有のコードとそれ以外の共有が可能なコードといった形

で開発することが出来ます。 

 

 
 

ライブラリ以外では Android NDK を使ったネイティブアプリケーションのプロジェクトが追加されたた

め、C++を利用したAndroidアプリケーションの開発はVisual Studioのみで行えるようになりました。 
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これらの新しく追加された Android 向けの C++テンプレートでは、コンパイラーとして Clang 3.4 と

GCC4.8が使えるようになっているため、C++11/14などの機能を簡単に使えるようになっています。 

 

 
 

ターゲットとする言語バージョンに関しても、プロジェクトのプロパティから指定可能となり、最新の言

語機能を使った開発がすぐに行えるようになっています。 

 

 
 

開発だけではなく、Visual Studioのインストールと同時にAndroidエミュレーターもインストールされる

ため、デバッグ実行も簡単に行えます。加えて、実機でのデバッグにも対応しています。 

 

また、プラットフォームとして x86を選択することで、VS Emulatorを選択可能になり、ARMを選択する

と実機でのデバッグが行えるようになっています。 
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Androidアプリケーションの開発であってもWindows Phoneと同様に機能が豊富な IDEを使って開発が

行えるのは、大きなメリットだと言えるでしょう。 
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5. Xamarinを利用したAndroid / iOSアプリケーション開発 

 

Visual Studio 2015 では C#の新規プロジェクトを作成する際に、新しく Android と iOS、そして Mobile 

Appという項目が追加されました。これらは、Xamarinを利用したAndroid / iOS アプリケーション開発

のテンプレートになります。 

 

これまでのクロスプラットフォームなアプリケーション開発では JavaScriptかC++でしたが、Xamarinを

使うことでC#を使ってAndroid / iOSアプリケーションの開発が行えます。標準でインストールされるた

め、すぐに開発を始めることが出来ます。 

 

プロジェクトテンプレートもAndroid / iOSごとに種類が豊富なのも特徴です。 

 

 
 

AndroidではAndroid Wearアプリの開発まで行えるようになっています。Xamarinでは重要な機能といえ

る、バインディングライブラリもテンプレートから追加可能です。 

 

そして iOSアプリケーションの開発も同様にVisual Studioで行えます。最新のApple WatchやExtensions

の開発まで幅広く行えます。 

 



36 © 2015 Microsoft Corporation. All rights reserved.  

 

 
 

残念ながら iOSアプリケーションに関しては、OS Xが動作する実機が必要になります。Windowsだけで

アプリケーションのビルドまでが行えるわけではありませんので、注意が必要となります。 

 

そしてXamarinの特徴的な機能の一つであるXamarin.Formsを使って開発を行うテンプレートも用意され

ています。 

 

Xamarin.Formsを使うことで、Android / iOSのアプリケーションを多くのコードを共有したまま開発する

ことが可能です。ユーザーインターフェースはWPFで主に使われている XAMLを使って、宣言的に記述

することが可能です。 
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Mobile Appsカテゴリにもいくつかプロジェクトの種類が用意されています。 

 

中でもプロジェクトの種類でXamarin.Forms Portableを選択すると、XAMLを使ってユーザーインターフ

ェースを定義できるようになります。 
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プロジェクトを生成するとWindows Phone 8.0 / Android / iOS 向けの3プロジェクトと、共有されるPCL

プロジェクトが生成されます。 

 

これによりコードの大部分を共有しつつ、それぞれのプラットフォームのアプリケーションを同時に開発

していくことが可能です。 
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6. Visual Studio 2015 Tools for Unityの利用 

 

Visual Studioの拡張機能として公開されているVisual Studio Tools for Unityに関しても、2015 Previewの

公開と同時に対応したバージョンが公開されたため、これまでと同様に利用した開発が行えるようになっ

ています。 

 

https://visualstudiogallery.msdn.microsoft.com/8d26236e-4a64-4d64-8486-7df95156aba9 

 

 
 

注意点として、Visual Studio Tools for Unityをインストールする前にUnityをインストールしておく必要が

あります。後からのインストールではVisual Studio用のパッケージがUnityに認識されないことがありま

す。 

 

6.1. Unityへパッケージの追加 

 

UnityでVisual Studio Toolsを読み込むには、メニューの「Assets」から「Import Package」を開いて、中

にある「Visual Studio 2015 Tools」を選択します。 

 

https://visualstudiogallery.msdn.microsoft.com/8d26236e-4a64-4d64-8486-7df95156aba9
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これでVisual Studioとの連携準備が出来ましたので、後はUnityからスクリプトを追加して生成された cs

ファイルをダブルクリックすると Visual Studio のプロジェクトとして開くことが出来るようになります。 
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Unityは.NET Framework 3.5相当のランタイムとなっているため、Visual Studioでプロジェクトを開く場合

に警告が表示されることがあります。その場合は.NET Framework 3.5を追加インストールすることで回避

が可能です。 

 

6.2. Visual Studio 2015を利用したデバッグ 

 

プロジェクトとして開くことが出来れば、後はこれまでと同じように Visual Studioの機能を使って C#コ

ードを書くことが出来ます。デバッグもVisual Studio側で「Attach to Unity and Play」を選択するとUnity

側で自動的にゲームが起動されるため、コーディングに関してはVisual Studioで集中して行えます。 
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当然ながら、Visual Studioのデバッガーを使っているので、ローカル変数や呼び出し履歴の確認も簡単に

行えるようになっています。 
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7. GitHubとの連携の強化 

 

Visual Studio 2015をインストールする際にオプションとしてGit for WindowsやGitHub Extension for 

Visual Studioを同時にインストールできるようになっています。この拡張機能はGitHubから公開されて

いるので、GitHub独自の機能が使うことが出来ます。 

 

7.1. GitHubとの接続を行う 

 

GitHub Extension for Visual Studioがインストールされていると、チームエクスプローラにGitHubが表示

されます。 

 
 

日本語化はされていませんが、Connectを選択するとGitHubアカウントとの連携を行うダイアログが表

示されます。 

 

ユーザー名とパスワードを入力し、画面下部にある「Log in」ボタンをクリックするだけで連携が完了し

ます。 
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多要素認証を有効にしている場合にはコードジェネレータで生成された6桁の数字を入力する画面が表

示されるので、数字を生成して入力します。 

 

連携が完了するとGitHubの項目がチームエクスプローラに表示されるようになります。 

 

 
 

アカウントを切り替える場合にはSign outを実行し、再ログインを行います。 

 

7.2. GitHub上のリポジトリをクローン 

 



45 © 2015 Microsoft Corporation. All rights reserved.  

 

チームエクスプローラ上のGitHubからCloneを選択すると、GitHubでホスティングしているリポジト

リ一覧が表示されるので、特定のリポジトリをローカル環境へクローンすることが出来ます。 

 

 
 

クローンを行いたいリポジトリを選択すると、実際にクローンが行われてチームエクスプローラの「ロー

カルGitリポジトリ」に一覧表示されるようになります。 
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一度クローンしてしまえば、後はこれまで通りGitリポジトリとして利用可能です。 

 

GitHubからクローンしたリポジトリには、チームエクスプローラの表示にPull Requestや Issuesなど、

独自の機能へのリンクが表示されるようになります。 
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Visual StudioからPull Requestを投げることはまだ出来ませんが、専用の機能へ素早くアクセスできるよ

うになっています。 

 

7.3. 新しいリポジトリをGitHub上へ作成 

 

GitHubへ新しくリポジトリを作成することもチームエクスプローラから可能になっています。Cloneで

はなくCreateを選択すると、リポジトリを作成する画面が表示されます。 
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リポジトリの情報を入力して「Create」ボタンをクリックすると、GitHub上に新しいリポジトリが作成

されます。 

 

このようにVisual Studio 2015とGitHub Extensions for Visual Studioを使うと、TFSだけではなくGitHub

ともシームレスに連携することが出来るようになっています。 


